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大学等名 信州大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 工学部長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

全学的な履修者数、履修率

向上に向けた計画の達成・

進捗状況

【意見・結果】令和7年度末での必須3科目の履修者数は収容定員(1,980名)の39%となった。令和8年度から必修化を実施すること

により、5カ年経過後の累積履修者数が収容定員の90%程度まで増える見込みがある。

【評価・今後の取組等】令和7年度の必須3科目は多くの履修者が得られている状況であり、その履修率が維持できれば履修者

数・履修率向上に向けた計画の達成について大きな問題はないと評価できる。令和8年度工学部改組に合わせて、必須科目を

DS・DE基礎、　AI基礎の2科目として整理した上で卒業要件上の必修とする。

学修成果

【意見・結果】令和7年度開講のプログラム必須 データサイエンス基礎、データエンジニアリング基礎、AI基礎の3科目を全て履修

している学生 289名のうち単位修得者は259名で，単位修得率（評定 可以上）は 90%という結果であった。本学では全ての正規授

業の単位取得分布については学期末のタイミングで分析し、学内公開している。（参考：令和6年度は3科目全ての単位修得者は

233名で履修者に対する単位修得率は85％であった）

【評価・今後の取組等】令和7年度開講の必須3科目については、当年度の受講生は高い単位修得率である状況であるので、現時

点で大きな問題はないと評価できる。令和6年度開講時においても、高い単位修得率を維持できることを期待する。

学生アンケート等を通じた学

生の内容の理解度

【意見・結果】本学では全ての正規授業について、学期末のタイミングで「学生による授業アンケート」を実施し、理解度（シラバス

で示した到達目標に対する達成度）や、授業への満足度等を把握している。令和7年度開講の必須3科目については良好なアン

ケート結果（アンケートに回答した学生全てが 達成感を得ている と表明）を得ている。

【評価・今後の取組等】令和7年度開講の必須3科目については、当年度の受講生は高い単位修得率かつアンケート回答結果の

達成感についても良好な状況であるので、現時点で大きな問題はないと評価できる。今後、工学部　数理データサイエンス・AI 教

育研究センター所属教員等が、プログラム開講されている授業科目（オンライン）でのアクセス分析や小テスト課題に関する分析

を行うことで、より精密な難易度調査が行えることが期待できる。

学生アンケート等を通じた後

輩等他の学生への推奨度

【意見・結果】修了生アンケートは，4月末に入手を予定．内容を分析する．

【評価・今後の取組等】分析結果は，データサイエンス教育研究センターでレビューし，データサイエンス教育推進本部会議にも

展開，またwebページの受講生の声にも反映させる予定．

プログラムの履修・修得状況

【意見・結果】令和7年度の学部共通科目 データサイエンス科目として、プログラム必須のデータサイエンス基礎、データエンジニ

アリング基礎、AI基礎（選択・各1単位）が開講されている。令和7年度開講のプログラム必須であるデータサイエンス基礎、データ

エンジニアリング基礎、AI基礎の3科目を全て履修している学生は 289名であり、学年定員485名に対する履修率は 60%であり、ま

た工学部の全学科からの履修者を得た。（参考：令和6年度は3科目履修者は274名で学年定員に対して56％だった）

【評価・今後の取組等】プログラム開講されている授業科目については、工学部共通科目として開講され、かつ選択科目として高

い履修率である状況であるので、現時点で大きな問題はないと評価できる。令和8年度からは科目の必修化を行い，このカリキュ

ラムにしたがって令和8年度新入生が令和9年度に受講するので，その年度を以って履修率は100％が見込まれる。

自己点検・評価について

信州大学工学部 PDCA委員会

香山　瑞恵

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを

「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」

を理解させること

【意見・結果】教育プログラムにおける各授業科目、特に必須3科目のコースコンテンツにおいては、情報科学と社会とのつなが

り、データサイエンスやデータエンジニアリング、AIのアプリケーションについて最新の事例に基づいて紹介し、学生の動機づけを

図っている。

【評価・今後の取組等】現在開講されているコンテンツにおいて、データサイエンスを学ぶことの楽しさや意義を、学生が理解でき

るような授業内容となっており、現時点で大きな問題はないと評価できる。

内容・水準を維持・向上しつつ、

より「分かりやすい」授業とする

こと

※社会の変化や生成AI等の技

術の発展を踏まえて教育内容を

継続的に見直すなど、より教育

効果の高まる授業内容・方法と

するための取組や仕組みについ

ても該当があれば記載

【意見・結果】本学では全ての正規授業について、学期末のタイミングで「学生による授業アンケート」を実施し、理解度（シラバス

で示した到達目標に対する達成度）や、授業への満足度等を把握している。これらのフィードバックされた学生からの意見・コメン

トを参考にし、半期ごとに、学生の「分かりやすさ」の観点からコースコンテンツの内容や実施方法を改善していくための仕組みが

存在している。

【評価・今後の取組等】半期ごとにコンテンツの内容や実施方法を改善していく仕組みは存在しているが、具体的な改善点への結

び付けや、動画・小テストCBT課題も含めた改良・改善は担当者も含めた運用コストが高い。今後、工学部　数理データサイエン

ス・AI 教育研究センター所属教員等が、より一層受講生にとって理解度が高い授業内容にする改善ができるよう枠組み・運用方

法等の検討を継続していく必要がある。なお、令和8年度を目途としてデータサイエンス基礎・データエンジニアリング基礎・AI基礎

の内容は必修化を目指しており、その際にモデルカリキュラム改訂版における学修項目「生成AI」に関しては必須学修項目として

追加導入する予定である。

教育プログラム修了者の進

路、活躍状況、企業等の評

価

【意見・結果】教育プログラムが3年目になり，本プログラム認定者は2019年度入学の卒業者2名，2020年度入学の卒業者3名，

2021年度入学の卒業者5名，2022年度入学の卒業者159名，合計169名の卒業生を得た．5月にはキャリアサポートセンターにて

就職先情報がまとまる予定なので，履修生の進路に関する分析を実施する予定．

（履修した卒業生の名簿をすでにキャリアサポートセンターに提出し情報提供を依頼済み）

【評価・今後の取組等】進路先分析結果は，工学部データサイエンスのwebページにて公開する予定．実際に業務でどのように役

立っているかは，主たる卒業生世代である2022年生はまだ業務には就いていないので来年度以降に調査を予定する．

産業界からの視点を含めた

教育プログラム内容・手法等

への意見

【点検の結果】工学部の数理データサイエンス・AI教育プログラムの内容に関しては、工学教育寄附講座（令和5年度〜令和7年

度、長野県企業5社が参画）、長野市データサイエンス人材育成講座など様々なチャンネルを通じて産業界に向けてDS教育の状

況の説明等を行って来た。

【評価・今後の取組等】本年度においても複数の企業と教育プログラムの内容に関する懇談等は行っているが、今後の教育プロ

グラムの改善に繋げていくため、各種施策に対する外部評価を実施いただき、外部評価結果は学内外に積極的に公開するなど

の工夫が必要と考えられる。


